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加硫ゴムの動的粘弾性に

加硫 ゴ ムの動的粘弾性は， ゴ ムや補強剤の種類による影
卿が大きい． 加硫系や老化防I!-.剤の影臀は少ないが ，)J!J硫
ゴ ムの熱老化後の動的粘弾性に大きく影響を与えることが

ある． 加硫 ゴ ムが熱老化すると ゴ ム分子，架橋の切Ii叶など
種々の反応が起こり ゴ ムの粘弾性が変化する． 有効硫黄）�LI
硫や老化防止剤の 添加は)JU硫 ゴ ムの耐熱性を向上させるこ
とから， 動的粘弾性の特性値(E', E", tano)の変化も小
さくなるI, 2).

lにアミン系老化防止剤を配合した）111硫 ゴ ムの熱老化
前後の動的弾性率(E')と損失係数(tano)を示した． 老化
防止剤は， カ ー ボンブラック表面への吸着 3)あるいは架
橋密度などに 影聾を与えるため，老化防止剤を添加した）111 
硫 ゴ ムの tanoは大きくなる．

図1に動的弾性率の熱老化後の変化率を示した．老化防
止剤を派加することによって E'の変化率は 小さくなる． ジ
フェニルアミン系の老化防止剤(B-N, ODA , CD, AD)
は ，熱老化後，E'が減少する傾向がある． 図2に ODAを
配合した加硫 ゴ ムの熱老化後の E'の変化率(L'.1 E')と周波数
の関係を示した．低周波数側で変化率が大きくなっている．

実 験
1 • 配合

NR 100, 酸化亜鉛5, ステアリン酸1, FEFブラック40,
CZ 1, 硫黄2, 老化防止剤 2(ただし8-N, AW-N ; 3) 
2. 試験条件

(1)動的粘弾性；初期ひずみ10%, ひずみ士2%,
レオログラフソリットLl-R ((株東洋精機製作20Hz, 

所製）使用
(2)熱老化； 120℃ X 70時間（ギヤ式老化試験機）
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表1

ぽす の影響 (8) 
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した内容は， 細心の注紅を払って行った試験
くものでありますが， 結果をすべて確実に保証する

もので はありません．
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熱老化後の動的料i弾＇性率Eの変化率

20 40 
周波数[Hz]

熱老化後のL'.'.lE'と周波数の関係(ODA)

アミン系老化防止剤配合加硫ゴムの動的粘弾性
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